

















































能の演目は現在はシテ方 5 流あわせて 250 番ほどあるが、そのうち面を用いない直面の
































































































































































































































































































































































羽田昶 2001『能楽資料センター紀要』13 武蔵野女子大学 
野上豊一郎 1944『能面論考』小山書店  
－ 13 －
6 
(2015 年 7 月 18 日、生活美学研究所本年度第 2回定例研究会における講演に基づく) 




















武庫川女子大学文学部教授 寺 島 修 一 
 
取り上げられた論点の中で特に興味深いのは、亡霊でない男性をシテとしながら面をつ
けて演じられる「景清」「弱法師」などの能が、かつては直面であったろうと指摘されたこ
とである。しかもその多くが専用面を用いているという。問題はなぜそれらの能が面をつ
けて演じられるようになったかという点である。それらの共通点として盲目であることが
指摘されたが、その点も含めて考えるに、直面のままでは演じにくい特殊性が認められた
ということではなかろうか。専用面が新たに作成されたのだとすれば、それは単なる直面
では表現できないような、その人物に固有の特性が認められたのだということになる。面
が人物の類型を表しているのだとすれば、直面も一種の類型であり、その類型に収まりき
らない特有の個性が認められてはじめて専用面の使用が可能になる。そのようないわば微
細な差違を作り出すことが、専用面の作成につながったのではないかと想像される。その
ように考えるならば、今なお直面で演じられるシテは直面の類型からはみ出すところの少
ない人物なのだということになるだろう。 
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